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この度は、当医療センターにおいて新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生しまし

たことにつきまして、患者さんとそのご家族、地域住民をはじめ関係する方々に、多大なる

ご迷惑、ご心配をお掛けしておりますことを、心よりお詫び申し上げます。 

所管の西多摩保健所の指導の下、職員一丸となって感染拡大防止に全力で努め、早期なる

収束を図って参ります。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

なお、当医療センターの状況は次の通りです。 

 

1 概要 

11 月 10 日（火）、Ａ病棟に勤務する常勤看護師１名に新型コロナウイルスの感染が確

認され、その後、当該病棟の複数患者にも感染が確認されたことから、11 月 12 日（木）

より実施した院内全ての入院患者及び職員（委託業者含む）にＰＣＲ検査を実施したとこ

ろ、新たにＢ病棟に勤務する常勤看護師に陽性が確認されました。 

   感染経路を調査したところ、Ｂ病棟に勤務する職員については、「感染可能期間に該当 

する濃厚接触」の可能性がある人（同居人、Ａ・Ｂ病棟患者及び職員）の感染が確認出来

ないことなどから、Ａ病棟との関連性は低いと考えております。 

   また、Ａ病棟の感染者については、疫学的な調査（初発患者探索）を実施したところ、 

既に退院している患者さんから感染した可能性が高いと考えております。 

 

２ 現在の感染状況について 

  院内感染の疑いにより、陽性が判明した病棟はＡ病棟に限定されております。 

なお、11月 18日以降、院内における陽性者は確認されておりません。 

 感染発生場所 患 者    職 員 備考 

Ａ病棟（退院患者含む） ５名 1名 ・初発は退院患者の可能性が高い 

Ｂ病棟  1名 ・Ａ病棟との関連性は低い 

  計 ５名 ２名  

 

３ 現在の診療体制 

  所管保健所の指導を踏まえ、11 月 19日（木）より次の体制で診療を行っております。 

１ 外来診療 ・・・通常通り 

２ 救急外来 ・・・一般救急外来患者の受入は原則停止 

３ 入院診療 ・・・新規入院は原則中止 

４ 手  術 ・・・院内における緊急のみ（緊急性のない予定手術は可及的に延期） 

 

 

 



４ 現在実施している感染対策 

11月 10日より、院内感染発生のため、次のような対策強化を講じております。 

(1)感染症疑い患者の早期探知と積極的なＰＣＲ検査 

(2)初期対応の迅速化 

入院患者さんや職員への初期対応に対する説明、情報共有、感染リスクがある職員の 

出勤停止 

(3)標準予防策の強化 

手指衛生を含む標準予防策について、職員に対する再周知と教育強化 

(4)病棟間移動の最小化 

院内の入院患者さんの移動を中止し、職員は移動を最小限とする。 

 

＊ 問い合わせ先 

・ 診療に関わる情報…… 医事課 

・ その他の情報………… 地域医療連携センター 

 

 

公立阿伎留医療センター 院長 荒川泰行 


